













































































































































































































































































































































食環境j丘’ 排泄環境 通信鞭I瀞 壷環境I
｡飲料水の確保 畷トイレ衛生の維持 ｡身内の安否確認｜
･被害状況把握I｡食糧配給
屍 ▲ 刃
室内環境 救護環境
鰯人命救助｡就寝｡休息場所
の確保
・暖房
･生活用水の確保
ぐ・・・・・・・・
◆リーダーシップ力
◆危機対応力
・・・・・・・令
図1．避難所で経験する困難の全体構造とそれに影響を及ぼす要因
の報告があるが61，東日本大震災でも同様の傾向
が生じていたのか，記述欄に心理的欲求について
触れられた内容は見られなかった。
水問題と食糧の確保は，避難所環境衛生上の課
題で迅速に提供されるべき情報項目としても掲げ
られているが7)，超急'|生期の中で，最重要課題と
言える。食糧が確保できたとしても，米を炊くガ
スや釜など，一度に配給できる食事には，物理的
な限界がある。そのために四六時中，食事の支度
に振り回されてしまう現状を，どう打開するかも
今後の課題である。
超急性期の場合は，学校は生徒・児童の安否を
確認しつつも，全面的に避難所運営にあたらなけ
ればならない。しかしそのいつぽうで，できるだ
け早期に授業再開ができるよう取り組まなければ
ならない。その一つの目安は，水が確保でき，支
援物資や救急医療にアクセスできる状況に普及し
た時点である。
《排泄環境》について，とくに自由記述欄での
記述は見られなかった。しかし，生活用水も十分
に確保できない状況下に，400名が避難してきた
場合，どのような事態に陥るかは容易に推測でき
る。したがって，項目に挙げた。
子どもたちを集団で行動させることは，単に安
全を確保するだけではなく，パニック状態に陥ら
せないためにもよい。
発災直後から外部支援が入ってくるまでの時間
は，まさにサバイバルの状況にある。
被災から逃れた一次的避難者は，救援物資が到
着すると自宅に戻り，必要に応じて学校を訪れる
ようになる。したがってリーダー核の存在は必要
であるが，被災し，当面の間学校に避難せざるを
得ない人たちから選ばなければ，引き継ぎが円滑
に行われにくくなる。
学校でのリーダーシップは，校長に委ねられて
いるが，早期のうちに“避難所コミュニティー”
を形成し，その中からリーダーを選出し，校長と
連携をとることが，後の学校運営を円滑に進める
ことにつながる。
まとめ
震災後2年が経過し，ようやく被災地の人たち
が，自分たちから当時のことを冷静に語れるよう
になってきた。それにともない，当時の様子が少
しずつ記憶から記録として形に残りつつある。災
害当事者からの情報は，記憶と記録の間に少なか
らずのギャップをもたらすことになるが，予測を
もとにして作成される危機管理マニュアルに新た
学校における避難所機能に関する質的研究 27
な視点をもたらせる。
自然災害サイクルの急性期以降になると，救援
活動や支援物資の介入があり，専門家の協力を得
ることが可能となるが，それまでは個人の健康
は，個人で確保しなければならない。短期間でコ
ミュニティーのすべての人々の健康状態を把握
し，それに対応するのは困難である。そのために
もスクール・ヘルスプロモーションの一環とし
て，避難所コミュニティーに着目しつつも，今後
は防災教育に健康面からの視点を取り入れた防災
健康教育の充実化も検討していくことが急務と言
える。
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